
令和４年度 陽北中学校 学校評価書 

 
１ 教育目標（目指す生徒像含む） 

(1) 基本目標 

  １ 自ら考え，主体的に学ぶ生徒 

  ２ 活気に満ちた，たくましい生徒 

  ３ 心豊かで，思いやりのある生徒 

(2) 具体目標（具体的な児童生徒像など） 

   「聡く 強く 美しく  そして，陽北中生としての誇りをもつ」を体現できる生徒 

 

２ 学校経営の理念（目指す学校像含む） 

社会に貢献できる日本人を育成するため，生徒一人一人の自らの良さや身に付けた力に気付かせ，自己有用感を高め学校を楽

しく居がいのある場としたい。そして，それらを伸ばしていく指導をもとに，確かな学び，豊かな心，健やかな体を育む教育活

動の充実を図る。さらに，人とのつながりの中で互いに支え合い，人に役立つことの意義が理解できる生徒を育成する。   

本校の古きよき伝統と校風を守り発展させ，保護者や地域の信頼と期待に応えることにより，生徒が陽北中学校に学ぶこと

を誇りに感じる学校づくりを目指す。 

 

３ 学校経営の方針（中期的視点） ※「小中一貫教育・地域学校園」に関する方針は文頭に○印を付ける。 

（１）学業指導を充実し，生徒一人一人の自己実現に向けた主体的・協働的な学習の推進と，社会との関わりの中で自分の生き

方を見つめ考えさせるキャリア教育の充実を図る。 

（２）「知識及び技能」「思考力，判断力，表現力等」「学びに向かう力，人間性等」の育成に加え，学力調査等の活用と学習

習慣の確立，確かな学力を育む学習指導を推進する。 

（３）社会との連携及び協働による「社会に開かれた教育課程」を目指すとともに，「主体的・対話的で深い学び」の実現に向

けた授業改善を推進する。 

（４）生徒一人一人の可能性を引き出す，個別最適な学びと協働的な学びの充実に向けて，GIGAスクール構想を最大限生かし，

対面指導と遠隔・オンライン教育とを使いこなすハイブリッド化を推進する。 

（５）生徒一人一人の人格を尊重し，自己有用感と思いやりの心を育成することを積み重ね，困難を乗り越えるたくましさを涵

養し豊かな心を育む教育を推進する。  

（６）生涯にわたって健康で安全な潤いある生活が送れるよう，健康教育と安全教育の充実を図り，強い体力・気力を育む教育

を推進する。  

（７）共生社会の実現を目指すため人権教育の充実と，主権者教育の充実により地域の構成員としての責任や実践力，様々なコ

ミュニケーション能力の育成を図る。 

（８）インクルーシブ教育システムの推進に向けた特別支援教育の充実を図る。 

○（９） 学校情報の積極的な発信と地域の教育資源の活用，並びに地域学校園小中一貫教育の推進と地域協議会等地域諸団体

との連携，生徒の地域貢献活動の実践等による，地域ととともにある学校づくりを推進する。 

（10）学校における働き方改革を推進するとともに，教育公務員としての使命と職責を自覚し，相互に高め合い学び合う協働的

な同僚性の構築と，教職員の指導力と専門性の向上を目指す。 

（11）感染症や災害の発生等への対応や新しい生活様式における，生徒・職員の生命・身体の安全と健康に留意し，危機管理体

制の維持と徹底に努める。 

  

 

 

 

 

４ 教育課程編成の方針 

(1) 教育関係諸法規・法令や新学習指導要領及び県，市の教育行政の方針等を踏まえる。 

(2) どのように学びどのような力を身に付けるのか等「社会に開かれた教育課程」を踏まえる。 

(3) 生徒の発達の支援，家庭や地域との連携・協働を大切にする。 

(4) 持続可能な社会の創り手となるよう，生徒が自分のよさや可能性に気づき自己肯定感を高めることができるよう工夫する。 

 

別紙２ 

[陽北地域学校園教育ビジョン］ 

 学びあい 認めあい 高めあう 陽北地域学校園 

  



５ 今年度の重点目標（短期的視点）※「小中一貫教育・地域学校園」に関する重点目標は文頭に○印を付ける。 

【学校運営】  

・校訓「聡く 強く 美しく  そして，陽北中生としての誇りをもつ」をモットーに，生徒がその姿を体現できる学校づくりに 

向けた指導と評価の充実 

【学習指導】  

・学力向上を目指す学習指導の改善と生徒の学習習慣の育成 

【児童生徒指導】  

○自己有用感を育てる生徒指導と個別支援の充実 

【健康（体力・保健・食・安全）】 

○自他ともに健康で安全な生活を送ろうとする実践力の育成 

 

６ 自己評価（評価項目のＡは市共通，Ｂは学校独自を示す。） 

※「小中一貫教育・地域学校園」に関する方針・重点目標・取組にかかわる内容は，文頭に○印または該当箇所に下線を付ける。 

※「主な具体的な取組」の方向性には，Ａ拡充 Ｂ継続 Ｃ縮小・廃止，を自己評価時に記入する。 

項

目 
評価項目 主な具体的な取組 

方

向

性 

評 価 

 

目 

 

指 

 

す 

 

生 

 

徒 

 

の 

 

姿 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ａ１ 生徒は，進んで学習

に取り組んでいる。 

【数値指標】 

生徒の肯定的回答 

８５％以上 

 

① 各学級の学芸委員会が中心となり，

学習のポイントを明確化したり，実

施の呼びかけをしたり，自主的な学

習に取り組ませていく。 
Ｂ 

【達成状況】生徒の肯定的回答９６．８％ 

生徒の目標値を達成した。 

【次年度の方針】 

・具体策を継続し，授業中や家庭学習におい

て，主体的な取組を意識していく。 

Ａ２ 生徒は，思いやりの

心をもっている。 

【数値指標】 

教職員の肯定的回答 

８５％以上 

保護者の肯定的回答 

８５％以上 

① より積極的に生徒の良さを発見し，

認め，賞賛し，自己有用感を育成す

ることに加え，他者への思いやりの

心を育成するような指導を行う。 

② 道徳での振り返りや日頃の思いや

りのある言動の実態などを学級だ

よりや学年だよりなどを通して保

護者や地域に発信していく。 

Ｂ 

【達成状況】教職員の肯定的回答９６．８％ 

保護者の肯定的回答９３．４％ 

教職員・保護者ともに目標値を達成した。 

【次年度の方針】 

次年度も陽北 Good job 賞などを用いて，生

徒の承認欲求を満たし，自己有用感を高め

ていきたい。 

Ａ３ 生徒は，きまりやマ

ナーを守って，生活を

している。 

【数値指標】 

生徒の肯定的回答 

８５％以上 

教職員の肯定的回答 

８５％以上 

 

① 全教職員でできている行動・良い行

動を認めるなど生徒の行動を積極

的に評価する。 

② 場面にあった判断を自分で行って

いけるような「自己指導能力」の向

上を図り，より一層，きまりやマナ

ーを順守するような態度や思いを

醸成する。 

Ａ 

【達成状況】生徒の肯定的回答９２．０％ 

教職員の肯定的回答９６．８％ 

生徒・教職員ともに目標値を達成した。 

【次年度の方針】 

・きまりの改定を行ってきたので，その改定

した内容について，その後どうのようにな

っているかを次年度は生徒に考えさせて，

自己指導能力を高めていきたい。 

 

Ａ４ 生徒は，時と場に応

じたあいさつをして

いる。 

【数値指標】 

生徒の肯定的回答 

８５％以上 

保護者の肯定的回答 

８５％以上 

 

① ○生徒会執行部，生活委員会による

「あいさつ運動」に参加した生徒に

対して「陽北Ｇｏｏｄ ｊｏｂ賞」等

を用いて，称賛するような働きかけ

をし，生徒自身が自主的に活発なあ

いさつができるように育成する。 

Ｂ 

【達成状況】生徒の肯定的回答９７．５％ 

保護者の肯定的回答９３．７％ 

生徒・保護者ともに目標値を達成した。 

【次年度の方針】 

○・地域学校園あいさつ運動を生徒が自発

的に行う形にしていることで，より活発な

あいさつになってきている。次年度も継続

して行いたい。 
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Ａ５ 生徒は，目標に向か

ってあきらめずに，粘

り強く取り組んでい

る。 

【数値指標】 

生徒の肯定的回答 

８５％以上 

 

① 全教職員で，学校行事や部活動な

ど，集団や個人の達成目標につい

て，明確な達成目標を立てられるよ

うな助言・活動を工夫していく。 
Ｂ 

【達成状況】生徒の肯定的回答８３．３％ 

生徒の目標値を達成できなかった。 

【次年度の方針】 

・学校行事や学習活動の中で，主体的に関わ

っていける場面を増やし，目標に向かって

粘り強く取り組む。その過程や成果を認め

る場面を充実させる。 

Ａ６ 生徒は，健康や安全

に気を付けて生活し

ている。 

【数値指標】 

生徒の肯定的回答 

８５％以上 

教職員の肯定的回答 

８５％以上 

 

① 保健主事を中心に保健だよりや委

員会活動をとおして健康について

の啓発を行い，健康に関する自己管

理能力を高める。 

② 保健安全部主導で，安全教育全般を

通して，思考力・判断力・表現力を

育成していく。 

Ｂ 

【達成状況】生徒の肯定的回答９３．４％ 

教職員の肯定的回答８７．１％ 

生徒・教職員ともに目標値を達成した。 

【次年度の方針】 

・保健だよりや生徒会保健委員会の活動を

通して健康についての啓発を行い，健康に

関する自己管理能力を高める。 

・保健安全部主導で，安全教育全般に取り組

み，思考力・判断力・表現力を育成していく。 

Ａ７ 生徒は，夢や目標を

もって，社会に貢献で

きるよう努力してい

る。 

【数値指標】 

生徒の肯定的回答 

８５％以上 

 

① 主に総合的な学習の時間の学習活

動の中で，学習内容と地域・社会と

の関連について見出せるように支

援していく。 

② 生徒会活動や学校行事の意義を理

解し，目標に向かって協力し，やり

遂げるように支援する。それらを通

して，社会に貢献する態度を養う。 

Ｂ 

【達成状況】生徒の肯定的回答８３．３％ 

生徒の目標値を達成できなかった。 

【次年度の方針】 

・総合的な学習の時間における職業，進路に

ついての学習で地域資源を活用すること

で，身近なこととしてとらえられるように

する。 

Ａ８ 生徒は，英語を使っ

てコミュニケーショ

ンしている。 

【数値指標】 

生徒の肯定的回答 

８５％以上 

 

① オールイングリッシュの授業実践

を展開し，コミュニケーション場面

を意図的に設定していくなど，英語

科での言語活動を工夫し，お互いに

伝えあう活動の機会を増やしてい

く。 

Ｂ 

【達成状況】生徒の肯定的回答８１．５％ 

生徒の目標値を達成できなかった。 

【次年度の方針】 

・「話すこと」が重視されることを受けて，

英語を用いた表現力・コミュニケーション

能力を高める。 

Ａ９ 生徒は，宇都宮の良

さを知っている。 

【数値指標】 

生徒の肯定的回答 

８５％以上 

 

① 地域連携教員を中心に地域人材の

活用や地域の教育資源を活用する

など，取組を工夫する。 

② 総合的な学習の時間での宇都宮学

を活用して，地元への関心を高め，

教育活動において地域人材の教育

資源の活用を推進していく。 

Ｂ 

【達成状況】生徒の肯定的回答８１．１％ 

生徒の目標値を達成できなかった。 

【次年度の方針】 

・宇都宮学への取組を強化する。宇都宮のよ

さや地域資源等についての理解を深め，地

元への関心が高められるよう，計画的に取

り組む。 

Ａ10 生徒は，ＩＣＴ機器

や図書等を学習に活

用している。 

【数値指標】 

教職員の肯定的回答 

８５％以上 

 

① 各教科の年間計画を見直し，授業展

開のなかに，端末を活用する場面を

意図的に設定していく。 

Ｂ 

【達成状況】教職員の肯定的回答１００％ 

教職員の目標値を達成した。 

【次年度の方針】 

・同様の取組で，ICT 機器活用場面を増や

していく。 
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Ａ11 生徒は，高齢者に対

する感謝やいたわり

の心をもっている。          

【数値指標】 

生徒の肯定的回答 

８５％以上 

 

① 今後のコロナ情勢を考慮し，高齢者

との交流の在り方について，特別活

動担当を中心に検討する。学級活動

においても共通な題材として位置

付ける。 

② 道徳の授業を通して敬老精神を涵

養する。 

Ａ 

【達成状況】生徒の肯定的回答９２．２％ 

生徒の目標値を達成した。 

【次年度の方針】 

・コロナ情勢の見極めと感染対策に十分考

慮して，高齢者との交流活動を再開する。 

・学級活動，道徳での敬老精神の涵養を継続

する。 

Ａ12 生徒は，「持続可能

な社会」について，関

心をもっている。 

【数値指標】 

生徒の肯定的回答 

８５％以上 

 

① 総合的な学習の時間を軸とした教

科横断的な計画を立て，３年間を通

した活動をしていく。 

② 全教職員が学校行事やボランティ

ア活動をはじめ，生徒の自己有用感

が高められる場面を多く設定して

いく。 

③ 現代社会の課題として「持続可能な

社会」について，生徒への投げ掛け

を意図的に行い，主体的に学びに向

かえる学習方法を工夫していく。 

Ａ 

【達成状況】生徒の肯定的回答８０．４％ 

生徒の目標値を達成できなかった。 

【次年度の方針】 

・SDGｓの視点を踏まえ，具体的な学習課

題を設定し，環境問題等について考え行動

できる場面を設ける。 
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Ａ13 教職員は，特別な支

援を必要とする生徒

の実態に応じて，適切

な支援をしている。 

【数値指標】 

教職員の肯定的回答 

８５％以上 

① インクルーシブ教育の視点を意識

し，ＳＣ，ＳＣＭ，ＭＳ，養護教諭

との連携を図り，情報共有や互いの

報告，連絡，相談を徹底する。合わ

せて合理的配慮についての共通理

解や，意見の交換の場を設ける。 

② かがやきルームについて，効果的な

支援を踏襲・継続し，さらに適切な

支援の充実を図る。 

③ 教育課程に特別支援教育推進委員

会を位置づけ，年２回の実施をして

いくほか，必要に応じ臨時委員会を

開いていく。 

Ａ 

【達成状況】教職員の肯定的回答１００％ 

教職員の目標値を達成した。 

【次年度の方針】 

・特別支援教育推進委員会やケース会議を

実施し，生徒の情報共有と適切な支援の検

討，組織的対応による支援を実施する。 

・通常学級に在籍する教育的支援が必要な

生徒について，かがやきルーム等を利用し

適切な支援を行う。 

 

Ａ14 教職員は，いじめが

許されない行為であ

ることを指導してい

る。 

【数値指標】 

生徒の肯定的回答 

８５％以上 

保護者の肯定的回答 

８５％以上 

① いじめゼロ強調月間に合わせて，

「学校生活のアンケート」を実施

し，現状を把握するとともに，いじ

めの早期発見に努める。 

② 生徒会主体のいじめゼロ集会を行

い，いじめゼロ宣言やいじめゼロ標

語募集など，いじめゼロに向けての

活動を行い，生徒の意識向上を図

る。 

③ ①，②の取組を学校ＨＰや生徒指導

だよりなどで校外に向けて発信を

する機会を増やし，一層充実してい

く。 

Ｂ 

【達成状況】生徒の肯定的回答９６．１％ 

保護者の肯定的回答８９．６％ 

生徒・保護者ともに目標値を達成した。 

【次年度の方針】 

・学校生活アンケートを含めた生徒指導部

及び教育相談部の生徒の現状確認アンケー

トを定期的に実施することを継続する。 

・生徒会主体でいじめゼロに向けた取り組

みを活発に行うことができたので継続して

いきたい。 

・①・②について HP での発信がおろそか

になってしまったので，次年度はより積極

的に行いたい。 
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Ａ15 教職員は，不登校を

生まない学級経営を

行っている。 

【数値指標】 

生徒の肯定的回答 

８５％以上 

教職員の肯定的回答 

８５％以上 

 

① 学年部会，不登校対策委員会を中心

に組織的に取り組む。 

② スタンダードダイアリーの活用を

図り，生徒の良い点や善い行いを称

賛することで，自己有用感をさらに

高めていく。また生徒の不安なども

早期に発見し，対応することを継続

していく。 

Ｂ 

【達成状況】生徒の肯定的回答９５．７％ 

教職員の肯定的回答９６．８％ 

生徒・教職員ともに目標値を達成した。 

【次年度の方針】 

・不登校については，学校全体の課題として

取り組む必要がある。現状をよく分析して，

対策を立てていきたい。 

Ａ16 教職員は，外国人児

童生徒等の実態に応

じて，適切な支援をし

ている。 

【数値指標】 

教職員の肯定的回答 

８５％以上 

 

 

① 日本語指導講師を活用し，外国人生

徒の母語による適切な日本語の指

導を行い学校生活への適応を図る。

また，生徒の日本語の力に応じた学

力向上の基礎となる日本語指導を

行う。 

② 日本語指導係を中心に，成果や課題

を教職員間で共有し，望ましい支援

の充実を図る。 

Ａ 

【達成状況】教職員の肯定的回答１００％ 

教職員の目標値を達成した。 

【次年度の方針】 

・外国人生徒に対し適切な指導を行うため

に，日本語指導講師を活用し学校生活への

適応を促す。 

・日本語指導講師と連携を図り，個々に合っ

た教材の選択と安心してできる学習環境を

整える。 

Ａ17 学校は，活気があ

り，明るくいきいきと

した雰囲気である。 

【数値指標】 

生徒の肯定的回答 

８５％以上 

保護者の肯定的回答 

８５％以上 

 

 

 

① 学校行事や生徒会活動など，生徒の

自発的な活動を教職員が要所で支

援し，達成感や充実感を味わわせ，

自己有用感を高めていく。生徒を主

体とした活動を大切にし，生徒の学

びの機会を提供していく。 

② ①の取組を通して，生徒の良さへの

称賛を陽北Ｇｏｏｄ ｊｏｂ賞など

で行うことで，教職員は常に生徒の

よさを見つけ認めて伸ばし，生徒の

居がいのある学校づくりを目指す。 

Ｂ 

【達成状況】生徒の肯定的回答８７．０％ 

保護者の肯定的回答９３．６％ 

生徒・保護者ともに目標値を達成した。 

【次年度の方針】 

・生徒が主体となり，学校行事や生徒会活動

を進めることができた。生徒の自己肯定感

を高めるような活動を継続して行っていき

たい。 

Ａ18 教職員は，分かる授

業や生徒にきめ細か

な指導を行い，学力向

上を図っている。 

【数値指標】 

生徒の肯定的回答 

８５％以上 

保護者の肯定的回答 

８５％以上 

 

① 教科部会を充実し，授業展開の工夫

や端末活用を検討し，授業力向上に

努めていく。 

② 学校ＨＰや各種たよりを通して，授

業の様子や生徒の実態を発信して

いく。 

③ 校内授業研究会を充実させること

で，教師の授業力を向上させ，生徒

の学力向上を図っていく。 

Ａ 

【達成状況】生徒の肯定的回答９４．５％ 

保護者の肯定的回答８７．８％ 

生徒・保護者ともに目標値を達成した。 

【次年度の方針】 

・授業力向上に関する公開授業やそれに伴

う研修等，学校側の取組を家庭向けにも積

極的に発信する。 

Ａ19 学校に関わる職員

全員がチームとなり，

協力して業務に取り

組んでいる。 

【数値指標】 

教職員の肯定的回答 

８５％以上 

 

 

 

 

① 学校経営方針具現化のために，チー

ムとしての具体的な到達目標をい

くつか設定する。その実現のために

自分は何をすべきかを個々の教職

員評価の具体的な目標設定に策定

できるようにする。 

② ＧＩＧＡスクール構想に基づく端

末活用を通して，教科や学年，若手

ベテランのＯＪＴを一層推進し，相

互研鑽の雰囲気を高められるよう

にする。 

Ａ 

【達成状況】教職員の肯定的回答９０．３％ 

教職員の目標値を達成した。 

【次年度の方針】 

・学校経営方針の重点目標達成に向け，各部

の具体策を検討し，個々の教職員評価の具

体的な目標成果として設定することを継続

する。 

・端末活用を推進し，教科や学年，若手ベテ

ランのＯＪＴを高めていくようにする。 

・働き方改革を検討するチームを編成し，検

討，実践できるようにする。 
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Ａ20 学校は，教職員の勤

務時間を意識して，業

務の効率化に取り組

んでいる。 

【数値指標】 

教職員の肯定的回答 

８５％以上 

 

① 退勤時刻宣言や「私の仕事効率化の

ための工夫」紹介など，個々の勤務

時間と仕事効率の意識化を高める

工夫をする。 

② ミライムやＧＩＧＡスクール構想

に基づくＩＣＴの活用による業務

の効率化や改善を推進するチーム

を編制し，校内研修など実践する。 

Ｂ 

【達成状況】教職員の肯定的回答４５．２％ 

教職員の目標値を達成できなかった。 

【次年度の方針】 

・働き方改革を検討するチームを編成し，日

常業務の見直しや内容の改善，ＩＣＴ活用

による効率化などを検討する。教職員が主

体的に働き方改革を意識する場と雰囲気を

醸成する。 

 

Ａ21 学校は，「小中一貫

教育・地域学校園」の

取組を行っている。 

【数値指標】 

生徒の肯定的回答 

８５％以上 

教職員の肯定的回答 

８５％以上 

 

① ○ 年２回のあいさつ運動など，コ

ロナの状況を踏まえながら，生徒の

自主的な参加を促していく。 

② ○ コロナの状況を踏まえながら，

小学校６年生の中学校訪問を実施

していく。 

Ａ 

【達成状況】生徒の肯定的回答６７．４％ 

教職員の肯定的回答８７．１％ 

教職員は目標値を達成した。生徒は達成で

きなかった。 

【次年度の方針】 

○・どのような場面で小中の連携が図れて

いるのか，関連する教科内で明確化する。 

Ａ22 学校は，地域の教育

力を生かした特色あ

る教育活動を展開し

ている。 

【数値指標】 

生徒の肯定的回答 

８５％以上 

地域住民の肯定的回答 

８５％以上 

 

① 「地域未来塾」や１年「働く人に学

ぶ」での講師など，地域の教育力を

生かした活動を地域協議会と連携

して展開し，生徒の参加を一層促し

ていく。 

② ①の取組や成果を各種たよりや生

徒の委員会活動などで，特に校内に

おいて積極的に発信する。 

Ａ 

【達成状況】生徒の肯定的回答７８．１％ 

地域住民の肯定的回答８６．７％ 

地域住民は目標値を達成した。生徒は達成

できなかった。 

【次年度の方針】 

・「地域未来塾」「地域未来会議」や１年「働

く人に学ぶ」など，地域協議会との連携を継

続し，生徒の参加する機会を拡充し，その取

組や成果を生徒会活動などを通して生徒側

から発信して関心を高められるようにす

る。 

Ａ23 学校は，家庭・地域・

企業等と連携・協力し

て，よりよい生徒の育

成に取り組んでいる。 

【数値指標】 

生徒の肯定的回答 

８５％以上 

 

① １年「働く人に学ぶ」や２年社会体

験学習など，地域の職業人や事業所

への理解を一層深められるように

する。 

② 望ましい職業感の形成や主体的に

学ぶ進路学習の実践など，キャリア

教育の充実を図る。 

 

Ｂ 

 

【達成状況】生徒の肯定的回答７８．１％ 

生徒の目標値を達成できなかった。 

【次年度の方針】 

・社会体験学習や「働く人に学ぶ」など，地

域の職業人や事業所への理解を一層深めら

れるようにする。 

・取組やその成果をより意識できるよう，総

合的な学習の計画や振り返りを丁寧に行う

ようにする。 

Ａ24 学校は，利用する人

の安全に配慮した環

境づくりに努めてい

る。 

【数値指標】 

保護者の肯定的回答 

８５％以上 

 

① 安全教育係を中心に，毎月１回の安

全点検を組織的に実施するととも

に，速やかに修繕に取り組む。 

② 国，県，市のコロナ対策に迅速かつ

適切に対応し，情報共有と本校とし

ての対策や取組を組織的に行う。 

Ｂ 

【達成状況】保護者の肯定的回答９２．８％ 

保護者の目標値を達成した。 

【次年度の方針】 

・一人一人の教員が日頃から安全点検を心

がけ，安全教育係を中心に組織的に対応す

る。 

・国，県，市のコロナ対策に迅速かつ適切に

対応し，情報共有と本校としての対策や取

組を組織的に行う。 



Ａ25 学校は，学習に必要

なＩＣＴ機器や図書

等を整えている。  

【数値指標】 

生徒の肯定的回答 

８５％以上 

① 授業における一人一台端末の活用

を各教科で検討，進めていく。 

② 学校ＨＰ，学校だより，学習だより

等で授業の様子など適宜発信して

いく。 

Ａ 

【達成状況】生徒の肯定的回答８９．０％ 

生徒の目標値を達成した。 

【次年度の方針】 

・授業で使用するソフトやアプリについて，

教科の特性や学習場面に応じて明確化す

る。 
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Ｂ２ 学校全体で「校訓」

を共有化し，生徒同士

の連帯感を高めてい

る。 

【数値指標】 

教職員の肯定的回答 

８５％以上 

① 本校の教育活動の指標，伝統，そし

てコロナ禍においても，個々が，学

校が元気に力強く進んでいくため

のスローガンとして，様々な活動や

取組において啓発していく。 

② 特に，「より主体的な生徒会活動」，

「自己指導力育成を図る生徒指

導」，「ＧＩＧＡスクール構想に基づ

くＩＣＴ活用能力向上」において，

新たな目指す生徒像として校訓を

強調し，その実現に向けて意識を高

めていけるようにする。 

Ａ 

【達成状況】教職員の肯定的回答８７．１％ 

教職員の目標値を達成した。 

【次年度の方針】 

・「より主体的で自己判断ができる，そして

たくましく成長する生徒」を新たな目指す

生徒像として，校訓と結びつけ，強調するこ

とで，その実現に向けて生徒および教職員

の意識を高めていけるようにする。・ 

Ｂ３ 生徒は，校訓「聡く 

強く 美しく」のもと，力

を合わせて，学校行事をは

じめ様々な活動に取り組

んでいる。 

【数値指標】 

生徒の肯定的回答 

８５％以上 

 

① 様々な活動や取組において，「校訓」

を本校の伝統，目指す生徒像として

実施することを啓発していく。生徒

会活動や端末を活用した集会等を

実施していく。 

② 校内各所への掲示，各種通信など周

知を図り，充実させていく。 

 

Ｂ 

【達成状況】生徒の肯定的回答９１．６％ 

生徒の目標値を達成した。 

【次年度の方針】 

・様々な活動，取組において，「校訓」を意

識できるよう，特に計画や振り返りにおい

て啓発していくようにする。 

・生徒会活動や校内各所での掲示，各種通信

などでこれまで以上に効果的な周知を工夫

していくようにする。 

 

 

〔総合的な評価〕 

※「小中一貫教育・地域学校園」に関する方針・重点目標・取組にかかわる内容は，文頭に○印または該当箇所に下線を付ける。 

・昨年度から２回目のＷｅｂによる回答で，回答率は昨年度同程度の７割で，肯定的な回答が多く，肯定的回答割合が９

０％以上の項目は全２７項目中１６項目であった。数値指標を完全に上回ったのは１８項目，回答対象が２つの場合でど

ちらかが上回ったのが２項目だった。また，前年度と比較し肯定的回答割合が向上したのは１６項目で全回答の５１％が

向上した。市内中学校の平均を上回った項目は生徒が１５項目中９項目，保護者は６項目全て上回った。 

・市の平均より５ポイント以上肯定的評価が高かった項目は，生徒のＡ１０・２５，保護者のＡ１４とＡ１８，５ポイント

以上低かった項目は，教職員のＡ６とＡ２０，地域住民のＡ２２・２３であった。 

○今年度もコロナ感染拡大防止として，小中一貫教育・地域学校園の取組で実施できなかったものが多かったが，小中合同

あいさつ運動を昨年度同様１，２学期とも３日間ずつ，計６日間実施することができた。生徒の希望参加をとり充実した

活動が展開できたが，２回目ということで新鮮味が欠けた分，評価に影響したと思われる。生徒がより主体的に実践して

いく意識（意欲）醸成のための方策（実践方法・ふり返り・周知のしかたなど）を工夫し，今後の発展につなげたい。次

年度以降もコロナ対策を万全にし，学校経営における重点課題として小中学校間の連携を密にして，実践していくととも

に，取組の様子や成果を一層発信していきたい。 

 

 

 

 

 

 



７ 学校関係者評価 

・いろいろな地域活動を通して、生徒が地域の方々と触れ合う機会が多いのは、素晴らしいと思う。 

・生徒、教員、保護者・地域、三位一体感が評価につながっていると思う。概ね市全体の平均値より上回っているというこ

とは、良いマネジメントができているということではないか。 

・Ａ４･６･８の生徒の回答が高い。自信を持ってかんばっている証であろう。 

・保護者の回答者は、地域の回答者よりも実際の状況が分かっていると思われる。その肯定回答が高いのは良いことだ。 

・Ａ１２「いじめ対応」教職員は 100％だが、保護者・地域は 90～95％となっている。その差は何か。 

・Ａ１７「勤務時間」について、職員の肯定回答が低く職員の健康も心配。部活動の外部委託の状況はどうか。教職員の勤

務の見直しについては検討していかなければならない。 

○・小中連携については、小学校でも上昇してきているので良いと思う。 

・今後も感染対策に配慮しながら，今後も学校園内や地域において連携・協力しながら健全育成に取り組んでほしい。 

・質問文が「しっかりと」「努めている」など判断基準があいまいで答えにくい表現があるので改善できるとよい。 

 

８ まとめと次年度へ向けて（学校関係者評価を受けて）  

※「小中一貫教育・地域学校園」に関する方針・重点目標・取組にかかわる内容は，文頭に○印または該当箇所に下線を付ける。 

・昨年に引き続き，コロナ禍で学校教育活動ができなかったり制限があったりしたものも多かったが，学校評価は昨年度同

様全体的に良かった。昨年度よりさらに向上できたり，多くの項目で市の平均を超えることができたりした。コロナ禍に

おいても学びを止めず，全ての学校行事や活動に工夫と配慮を講じてきたこと，それらの取り組み方や配慮などをさくら

連絡網等で周知してきたこと，成果を学校だよりをはじめ各種たより等で広めてきたことが功を奏していると思われる。 

・ただ，Ａ９（宇都宮のよさ）とＡ１２（持続可能な社会）は，総合的な学習の充実や地域協議委員との話し合い活動（地

域未来会議）でＳＤＧs について意見交換ができたことなどから昨年度より向上できたが，達成目標まではもう少しであ

る。総合的な学習の時間や学級活動での明確な位置づけと，より充実した実践を継続するとともに，各教科での指導や生

徒会活動などで，SDGｓの視点を踏まえ具体的な学習課題を設定する場面を一層設けるようにしたい。 

また，Ａ２０（働き方改革）は，肯定的評価が大きく下がっており，その原因や取組を分析，反省し，次年度の重点課題

とししっかり取り組んでいかなければならない。働き方改革を検討するチームの編成，検討，実践など，教職員が主体的

に働き方改革を意識する場と雰囲気の醸成を図りたい。 

○・交流活動や広報活動など今年度できなかったことを，検討し実践に向けて準備をする。特に，コロナ禍でこれまででき

なかった諸活動が，情勢に応じて再開に向かうにあたって，その再開のあり方や改善などしっかり検討，準備，実践して

いくことで新たな継承としていけるようにする。 

 


